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尖石遺跡第2期整備と併行しながら、
駒形遺跡と上之段遺跡の確認調査を
進めることができるように、史跡整備係
を新設するなど抜本的な体制の見直し
を行い、「縄文の里」としてバランスの
取れた史跡の保護を目指す。

縄文の里史跡整備・活用基本計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
史跡保存され
た縄文遺跡の
保護の充実

おおむね順調

尖石遺跡では、水場とみられる2
か所の低地が追加指定を受け、
第2期整備基本計画が策定され
た。また、次年度に刊行をめざす
総括報告書の作成も順調に進ん
でいる。上之段遺跡で予定した児
童との詳細分布調査は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止に
より中止となった。

上之段遺跡と駒形遺跡は、尖
石遺跡と共に縄文を意識した
まちづくりの核となる大切な遺
跡であるが、整備の根拠となる
確認調査が実施できていな
い。

進捗
評価 おおむね順調 説明

尖石遺跡は第２期整備基本計画が策定され、追加指定を受けるなど、史跡を適正に保存するうえ
で弾みとなる一年であった。市内遺跡と指定文化財も適正に保護されている。3つの施設は、それ
ぞれ既存事業の見直しや新規事業の構想と立案、大規模な展示替え、収蔵資料の整理、HPの
充実等に取組み、新型コロナウイルス感染症の収束後を見据えた有意義な活動を行なった。

今後の重点化
施策番号 1

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

説明
尖石遺跡の第2期整備と併行して、駒形遺跡や上之段遺跡の確認調査が進められるよう、史跡整
備係を新設するなど、抜本的な体制の見直しを行い、「縄文の里」としてバランスの取れた史跡の
保護を目指す。

遺跡を適正に保護するため
に、引き続き保護協議に注力
する。遺跡保護に対する事業
者の理解と協力が十分得られ
るように、引き続き試掘調査に
よる遺跡の実態把握と遺跡範
囲の明確化、既往調査のデー
タベース化に努める。

若手職員の増員により調査体制が強
化された。次年度は大規模な発掘が
計画されているので、経験豊富なベテ
ラン職員と共に調査を行い、発掘に求
められる知識や技術を継承していく。

3
文化財保護の
充実

おおむね順調

文化財審議委員会を4回（内1回
書面）開催した。7月に市天然記
念物「白山社の大柏樹」が倒れ滅
失したが、3月に「神長官守矢邸
跡」が市史跡に指定された。指定
文化財の日常的な保護・保全活
動経に要する経費の一部を4団
体に交付した。

自然環境や社会情勢の変化
により、文化財を取り巻く環境
が悪化していて、文化財の所
有者は様々な課題を抱えてい
る。特に維持管理のための財
源不足や少子高齢化による次
世代への継承が課題となって
いる。

市指定文化財の所有者に保護意識を
高めてもらうために、保護啓発チラシを
配布したほか、次年度から県文化財パ
トロール（国県指定文化財が対象）を
参考に市指定文化財のパトロールを
本格的に開始する。

関連市民団体等名称

「縄文」を守る部会

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

関連市民団体が縄文プロジェクト実行市民会議の
一部会であるため、縄文プロジェクトの進捗等の確
認に合わせ意見を聴く予定でいた。しかし、縄文プ
ロジェクトの確認が延期となり、これに伴い本計画
の確認も延期とした。

感染症対策をしながら、施設内（屋内）
で事業を実施することに限界がある。
遺跡や文化財の探訪、天体観測や観
望会、動植物の観察会等の既存事業
の充実を図ると共に、事業に関わる諸
環境を整えていく。インターネットによ
る更なる情報発信にも努めていきた
い。

感染症予防対策により約2か月
間、全施設が閉館となり、再開後
も事業の中止や縮小を余儀なくさ
れた。このような状況の中、既存
事業の見直しや新規事業の構想
と立案、大規模な展示替え、収蔵
資料の整理、調査及び研究等に
鋭意取り組み、収束後を見据え
た有意義な活動を行なった。

感染症対策をしながら、施設
の特徴をいかした事業を、市
民の満足度を保ち実施できる
のか課題である。築20年の尖
石縄文考古館でも、他の施設
と同様に、風雨等に晒される
外部はもちろん、内部の様々
な箇所に不具合が出ている。
大事に至る前の早期発見と計
画的な改修が必要である。

4
文化財を学
び、知る場の
整備と充実

おおむね順調

2
埋蔵文化財保
護の充実

順調

各種開発事業に伴う試掘調査（7
件）、個人住宅等関連発掘調査
（4件）、市道拡幅工事に伴う発掘
調査（1件）等を行ない、遺跡を適
正に保護した。また、令和元年度
に実施した前宮遺跡発掘調査等
の成果を2冊の報告書にまとめ、
ホームページ上で公開した。

参加延べ人数


